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事業について 
 

COC（Center Of Community ～地域の拠点、地域を地に置き換えて地(知)
の拠点という言い方をしています）＋ E

プラス

A事業とは、オール青森で取り組む「地域

創生人財」育成・定着事業のことです。 
 
１ 事業の目的 
 
 青森県の最大の課題である「人口減少克服」のために、青森県内の大学・短

大・高等専門学校計 10 校と、青森県、青森市・弘前市・八戸市・むつ市の 4 市、

100 を超える県内企業・団体・NPO などによる「オール青森」ネットワークを

形成し、「地域創生人財」の育成と、学生の青森県内への就職や起業支援、雇用

創出に一丸となって取り組み、平成 31 年度までに、学生の青森県内への就職率

を平成 26 年度から 10％向上させることを目標にしています。 
 
２ 事業の内容 
 
 青森県内での就職・起業を支援します。アドバイザーによる起業支援、地元

企業の若者ネットワークづくり、就職後のキャリアアップ支援、学生企画によ

る企業調査、就職説明会などを行います。 
 地元企業・地域共育型インターンシップ、女子学生のキャリア支援プログラ

ム、学生発起業実行プログラムにより、青森県の未来を担う人財を育成します。 
 青森県の強みであるアグリ、ライフ、グリーン、ツーリズムの 4 分野におい

て、大学発新産業で雇用創出を目指します。 
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はじめに 
 
「合同企業見学会 in むつ」は今回で 2 回目になります。むつ市には、高等

学校を卒業した後に進学できる高等教育機関がありません。むつ市には大学生

がいない、大学のある弘前市、青森市、八戸市、十和田市では大学生の地域で

の活動が新聞報道されることがあります。大学生がいないなら、大学生を引っ

張ってきて、むつ市の暮らし良さ、働き方を見てもらおうというのが、本事業

の趣旨です。 
 学生にとって、むつ市の企業各社の見学会は 1時間という短い時間でしたが、

農業、流通、リサイクル事業、スポーツ施設、製造業と幅広い業種の職場見学、

各企業の会社説明は大変参考になりました。 
 今回は、坂本ブロックコーディネーターのお世話で、見学先企業の担当者と

の意見交換会を初めて設定し、仕事の話題だけでなく、むつ市の暮らしなどに

ついても意見交換しました。むつ市を初めて訪れた学生、むつ市出身の学生の

数人がむつ市を暮らしやすい街、自然が豊かとの印象を持ち、見学先企業の社

員が誇りをもって働き、職場の雰囲気が和やかだったと話してくれました。 
 一方、私は昨今の人手不足で人材難に悩む企業が多いなか、日頃大学生と接

触することが少ないむつ・下北地区の企業各社が熱心な自社企業の PR をしてく

れたことに感心しました。大学生へ何を訴えるか、大学生の反応はどうか、一

般的な企業見学会とは違う企業の真剣さが伝わってきました。今回は 2 年生が

大半で就職活動への関心は 3 年生に比べると薄い気がしましたが、企業研究、

産業研究の原体験は貴重だったようです。 
 COC+事業は 3 年目を迎え、そろそろ事業成果が問われる段階に突入します。

COC+事業に参加した学生が故郷むつ市で働くという、嬉しいニュースも伝わっ

てきました。これを励みにむつ市企業と県内大学生の出会いの機会を一層盛り

上げていきたいと考えます。 
 

青森中央学院大学 
地域連携センター長 
高山 貢 

 



 

 

 
 

Ⅰ 合同企業見学会 in むつ実施要項 
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Ⅰ 合同企業見学会 in むつ実施要項 
 

 

１ 実施期間 平成２９年９月１９日（火）～２０日（水） 
 
 
２ 行  先 むつ下北地域 
 
 
３ 目  的 県内の学生及び本県への U・J・I ターン希望者が、むつ下北地

域の企業を訪問し、学生等がむつ下北地域の企業を実地に知る

ことにより、インターンシップや就職の場としての選択肢を拡

大する。 
 
 
４ 参加学生 青森中央学院大学経営法学部 ９人 
       弘前大学理工学部 １人 
 
 
５ 引 率 者 青森中央学院大学地域連携センター長・教授   高山  貢 
       青森中央学院大学 COC+事業推進事務局 

青森ブロック･コーディネーター   佐藤  仁 
       国立大学法人弘前大学 COC 推進室・助教 

弘前ブロックコーディネーター    野口 拓郎 
       国立大学法人弘前大学 COC 推進室        中村  康人 
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６ スケジュール 
月日 時 間 内 容 

9/19 
（火） 

８：００～ ９：００ 弘前大学出発→青森中央学院大学着 

９：００～１１：１０ 青森中央学院大学出発→むつ市役所着 

１１：１０～１１：３０ オリエンテーション（むつ市役所会議室） 

１１：３０～１２：３０ 昼食（むつ市役所会議室） 

１２：３０～１２：５０ バス移動 

１２：５０～１３：３０ 
①むつ市ウェルネスパーク（指定管理者 山内土木株

式会社） 

１３：３０～１３：５０ バス移動 

１３：５０～１４：５０ ②下北測量・下北カンブリア農場 

１４：５０～１５：２０ バス移動 

１５：２０～１６：３０ ③リサイクル燃料貯蔵 株式会社（ＲＦＳ） 

１６：５０～ ホテル 宿泊 

9/20 
（水） 

８：５０～ ９：１０ バス移動 

９：１０～１０：３０ ④株式会社 永木精機 むつテクノセンター 

１０：３０～１０：５０ バス移動 

１０：５０～１１：５０ ⑤株式会社 マエダ 

１１：５０～１２：００ バス移動 

１２：００～１３：００ 昼食（はねやホテル） 

１３：００～１３：４０ 市内事業所従業員との意見交換会（はねやホテル） 

１３：４０～１３：５０ バス移動 

１３：５０～１４：５０ ⑥株式会社 大湊精電社 

１４：５０～１７：１０ むつ市発→青森中央学院大学到着 

     ～１８：１０ 弘前大学到着 
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④ 

② 
⑤ 

① 
⑥ 

７ 訪問企業 
 
  
①むつ市ウェルネスパーク しもきた克雪ドーム（指定管理者 山内土木株式会社） 

〒035-0075 青森県むつ市真砂町 8-8 

TEL：0175-28-4341  FAX：0175-28-4342 

②有限会社下北測量／下北土木技術有限会社／ 
農業生産法人カンブリア農場株式会社 
〒035-0051 青森県むつ市新町 37-18 

TEL：0175-22-7740  FAX：0175-22-4688 

（カンブリア農場株式会社 TEL：0175-22-7220 
FAX：0175-22-1029） 

③リサイクル燃料貯蔵株式会社 

〒035-0022 青森県むつ市大字関根字水川目 596-1 

TEL：0175-25-2990  FAX：0175-25-2991 

④ 株式会社永木精機 むつテクノセンター 

〒035-0021 青森県むつ市大字田名部字赤川ノ内並木 100-19 

TEL：0175-31-1206  FAX：0175-31-1205 

⑤株式会社マエダ 

〒035-0071 青森県むつ市小川町 2 丁目 4-8 

TEL：0175-22-8333  FAX：0175-22-4226 

⑥株式会社大湊精電社 

〒035-0084 青森県むつ市大湊新町 8-5 

TEL：0175-24-1181  FAX：0175-24-1192 

7220

596-1

青
森
県 

む
つ
市 

③ 
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８ オリエンテーション 
 

合同企業見学会 in むつ オリエンテーション 
 

日時：平成２９年９月１９日(火) 
午前１１時１０分～ 

会場：むつ市役所第４会議室 
 
 
 

次   第 

 
１．開会 
 
２．主催者挨拶 

青森 COC+推進機構 青森中央学院大学地域連携センター長 高山 貢 
 
３．歓迎挨拶 

むつ市企画部市民連携課長 中野 敬三 
 
４．事業概要説明 

青森 COC+推進機構 むつブロックコーディネーター 坂本 謙二 
 
５．むつブロック事業紹介 

青森 COC+推進機構 むつブロックコーディネーター 坂本 謙二 
 
６．閉会 
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Ⅱ 見学会の様子 
 
１ むつ市ウェルネスパーク しもきた克雪ドーム 

（指定管理者 山内土木 株式会社） 
〒035-0075 むつ市真砂町 8-8 TEL 0175-28-4341 FAX 0175-28-4342 
館長 長利 徹 

【主な施設】 
克雪ドーム 108ｍ×108m の正方形 人工芝 
      野球 1 面、サッカー2 面、フットサル、テニスは 8 面 
プール   25ｍプール、ウオーキング用、練習用、遊泳用、幼児プール 
マシンジム 初心者用から本格派フリーウエイトまで、多様なマシン 

 
  

 
  
 
  

ウェルネスパークのエントランス ウェルネスパークのロビー 

克雪ドームの目玉「人工芝」 
テニスコートなら 8 面 

克雪ドーム最上階からむつ市街をのぞむ 
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２ 有限会社 下北測量 
〒035-0051 むつ市新町 37-18 TEL 0175-22-7740 FAX 0175-22-4688 
代表取締役 常田 嘉一郎 

【会社概要】 
各種測量（基準点、水準、平板、路線、河川、深浅、用地、航空） 
各種調査（ボーリング、地質、土質、水質分析、流量、環境、橋梁）さく井工事 
各種設計（道路、橋梁、水路、港湾及び漁港、上下水道、公園、コンクリート構

造物、都市計画、屋外体育施設、建築設計） 
 

下北土木技術 有限会社 
〒035-0051 むつ市新町 37-18 TEL 0175-22-6777 FAX 0175-22-4688 
代表取締役 常田 嘉一郎 

【会社概要】 
土木工事、舗装工事、造園工事、冬期除排雪、建設工事、ﾘﾌｫｰﾑ、不動産取引 
グループホーム・住宅型有料老人ホーム（委託） 
食品加工販売 農産物・山菜、菌類の加工販売 

 
農業生産法人 下北カンブリア農場 株式会社 
〒035-0051 むつ市新町 37-18 TEL 0175-22-7220 FAX 0175-22-1029 
農場長 沖二 昭宏 

【会社概要】 
一球入魂カボチャをはじめとする農産物の栽培 

 
    
 
   

  

下北カンブリア農場のハウス 一球入魂カボチャの栽培農場 

下北測量にて会社概要説明 代表取締役から熱いメッセージ 
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３ リサイクル燃料貯蔵 株式会社 
〒035-0022 むつ市大字関根字水川目 596 番地 1 
TEL 0175-25-2990 FAX 0175-25-2991 
代表取締役社長 坂本 隆 
取締役副社長  山崎 克男 
取締役総務部長 松本 一輝 

【事業内容】 
リサイクル燃料を再処理するまでの間、金属キャスクで安全に最長 50 年にわ

たり貯蔵管理。年間 200～300ｔを４回程度に分けて搬入し、最終的に 5,000ｔ程

度を貯蔵予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 貯蔵建屋（南東方向から） 貯蔵建屋（南西方向から） 
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４ 株式会社 永木精機 むつテクノセンター 
〒035-0021 むつ市大字田名部字赤川ノ内並木 100-19 
TEL 0175-31-12060 FAX 0175-31-1205 
代表取締役社長 永木 祥弘 
マネージャー  山崎 明男 

【事業内容】 
送配電に関する全ての工具の製造 
間接活線工具、張線器、張力計、通信線機器、電車線機器、配電線機器、送電線

機器 
 
  

 
  

 
 
  

会社の概要説明 工場内の最新製造機器 

製造品の説明 製造品の使い方にチャレンジ 

 

４ 株式会社 永木精機 むつテクノセンター 
〒035-0021 むつ市大字田名部字赤川ノ内並木 100-19 
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会社の概要説明 工場内の最新製造機器 

製造品の説明 製造品の使い方にチャレンジ 
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５ 株式会社 マエダ 
〒035-0071 むつ市小川町二丁目 4 番 8 号 
TEL 0175-22-8333 FAX 0175-22-4226 

   代表取締役会長 前田 惠三 
   代表取締役社長 森原 良三 
   総務部次長   木村 健治（担当） 

【会社概要】 
１９７７年会社設立 年商２８１億  
経営理念 「先行半歩」知恵を出し、力を惜しむな、行動せよ 

   お客様の買い物の幸せを実現する 
ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ 青森県の鳥 ハクチョウ 
店舗数  ３０店舗  従 業 員 数 １，１６８名 
地産地消 地域密着、環境問題にこだわる 

   地元の産品を積極的に販売 
地域密着 １８００世帯以上あれば過疎地域でも出店、お買い物バス 
環境問題 古紙回収リサイクル、生ゴミのリサイクル、廃油リサイクル 
・女性の店長も誕生している。 
・他人が休みの時に忙しいが、平日に休みのため用事を足すことができ、観光

地もすいている 
・県内の企業の中でも処遇はよい方である（諸手当、給料、ボーナス等） 

 
   

 
 
 
  

会社の概要説明 会社の経営理念を熱く説明 

積極的に質問 ありがとうございました 
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６ 株式会社 大湊精電社 
〒035-0084 大湊新町 8-5 TEL 0175-24-1181 FAX 0175-24-1192 
代表取締役会長 西村 健 

   代表取締役社長 柳谷 敬 
   取締役総務部長 四戸 希雄 

社員数：１３５名 
【事業内容】 

海上自衛隊艦船搭載の電子機器類の装備工事、保守点検 
海上自衛隊陸上装備の電子機器類の装備工事、保守点検 
海上自衛隊艦船修理、各種機器類の保守点検整備 
海上自衛隊艦艇機雷の保守整備 

【関連業務】 
電気工事業、管工事業、電気通信工事業、水道施設工事業、 
消防設備工事業、土木工事業、機械器具設置工事業 
タイル、レンガ、ブロック工事業、毒物劇物一般販売業 
汚水・汚泥処理施設の管理、一般廃棄物・産業廃棄物の再生処理 
コンピュータ用ソフト開発 

 

   

 

   

  

会社の概要説明 説明に聞き入る学生 

工場内の概要について説明 保守点検業務の内容について説明 
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Ⅲ 市内事業所従業員との意見交換会 
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Ⅲ 市内事業所従業員との意見交換会 
 

日 時：平成 29 年 9 月 20 日（水） 
午後 1 時～1 時 40 分 

会 場：はねやホテル３Ｆ 
 
 
 

次   第 

 
１ 従業員から自己紹介 

仕事内容、仕事上の課題、仕事をしていて嬉しいこと等について 
 
２ １の説明についての質問（学生→従業員） 
 
３ 日々の仕事で，大切にしていること、こだわっていること（従業員） 
 
４ 企業見学会全般を通じて感じたことや従業員への質問（学生） 
 
５ むつ市の生活で良いところ（従業員） 
 
６ 従業員から学生への質問 
 
７ 学生、従業員を問わずに質問 
 
 
 

以 上 
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合同企業見学会意見交換会出席者名簿 

 

 

   

会社名・団体名 職 名 出席者氏名 備 考 

株式会社マエダ   永井 美津希  

株式会社マエダ   瀬賀 大輔  

㈱永木精機むつテクノセンター マネージャー 山崎 明男  

㈱永木精機むつテクノセンター   荒谷 沙紀  

有限会社下北測量   中里 絢野  

下北カンブリア農場株式会社 農場長 沖二 昭宏  

むつ市ウェルネスパーク   川口 結香  

青森中央学院大学 学生 
 

9 名 

弘前大学 学生 
 

1 名 

青森中央学院大学 地域連携センター長 高山 貢  

青森中央学院大学 青森Ｂ.Ｃ. 佐藤 仁  

弘前大学 弘前Ｂ.Ｃ. 野口 拓郎  

弘前大学 ＣＯＣ推進室 中村 康人  

むつ市市民連携課 課長 中野 敬三  

むつ市市民連携課 主幹 飯田 啓太郎  

むつ市市民連携課 主事 鎌田 隆夫  

青森 COC+推進機構 むつＢ.Ｃ. 坂本 謙二  
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従業員との意見交換会(概要) 

 
企業側出席者  下記の 7 名（敬称を略させていただきます） 
  山内土木株式会社（むつ市ウェルネスパークの指定管理者）川口 結香 

株式会社マエダ                    永井 美津希 
瀬賀 大輔 

有限会社下北測量                   中里 絢野 
下北カンブリア農場株式会社              沖二 昭宏 
株式会社永木精機むつテクノセンター          山崎 明男 

荒谷 沙紀 
学生側出席者    青森中央学院大学 9 名、弘前大学 １名 
ファシリテーター  むつブロック・コーディネーター  坂本 謙二 

 
次 第 
１ 従業員側から自己紹介 

仕事内容、仕事上の課題、仕事をしていてうれしいこと等についての説明 
 

２ 学生から、１の説明についての質問 
  Ｑ.ウェルネスパークは公的な施設なのに、バスの定期路線がないのは不便

では？ 
Ａ.近い将来、体育館ができると、その必要性がさらに高まりますので、重

要な検討課題の一つです。  
   

Ｑ.マエダで採用している弘前大学の卒業生は、どこの学部が多いか？ 
  Ａ.特別に学部にこだわった採用はしていない、どこの学部でも受け付けし

ます。 

意見交換会の様子 
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３ 日々の仕事で，大切にしていること、こだわっていることは？ 
  ・常に接客サービスやプログラムの改善を意識している。 
  ・体育館ができた後の管理運営の改善も考えなくてはいけない。 
  ・必ずメモを取り、確認しながら仕事をしている。 
  ・消費者にとって、安心安全な作物を作ることに細心の注意を払っている。 
  ・物づくりなので、不良品を出さないことを肝に銘じている。 
  ・お客様とのコミュニケーションを大切にしている。 

・お客様のニーズをいち早く把握するように心がけている。 
・自分の会社の良いところを社員に分かってもらう教育。 

 
４ 企業見学会全般を通じて感じたことや質問は？ 

Ｑ.接客時のお客さんのクレームにはどのように対処しているのか？ 
 

Ａ.とにかく、お客様の話しを徹底的に聞く、ほとんどの場合、よく聞くだ

けで満足して帰る場合が多い。 
Ａ.自分だけの範囲でお答えできないときは、責任ある担当者に伝える。 

  Ａ.かならずしもお客様が正しいとは限らない場合もある。 
  Ａ.他のお客様の迷惑になるような言動の場合は、場所を移して対応する場

合も。 
 
５ むつ市で生活してみて、こんな所が良い、というのがありましたらご紹介

ください。 
  ・水が豊富で、農業用の水には困らない土地だ。 
  ・人があたたかい、フレンドリーだ、人と人との距離が近い。 
  ・魚が新鮮で魚種が豊富。 
  ・ちょっと行くだけで釣り場に行ける。 
   （津軽海峡、陸奥湾、太平洋に簡単に行ける。川釣りも最高） 
 
 
 
  

従業員から自己紹介 意見交換会開催の趣旨等について説明 
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６ 従業員から学生への質問 
  Ｑ.なぜ、この見学会に参加したのか？ 
  Ａ.２年生の時から、3 年生になったら参加しようと思っていた。 
  Ａ.身近な企業を知る機会が無かったので良い機会だと思った。 
  Ａ.参加費用がかからずに企業を知れる機会は滅多にない。 
  Ａ.11 月のサテライト文化祭に参加するので、むつ市を体験しておきたい。 
 
７ 学生、従業員を問わずに質問 

Ｑ.高山貢地域連携センター長からの質問 
面接のパターンは色々ありますが、大事なポイントを紹介してください。 

  Ａ.何事でも良いので、自分が継続してきたことを深く掘り下げて、自信を

持ってアピールして欲しい。けっして、〇〇賞をもらいましたとか、留

学しました、ということだけでなく、地味なことでも良いので自分が没

頭してきたことを。 
 

Ｑ.学生からの質問 
卒業前に取得しておくべき資格や免許について教えてください。 

Ａ.ほとんどの企業では特に必要はなく、入社後いくらでもとる機会がある。 
製造業では、職種に関連した資格はとっておいた方が良い。 

 
                          以 上 

 
 
 
  

学生からの質問 坂本ブロック･コーディネータのまとめ 



 

 
 

Ⅳ 参加学生の感想文及びアンケート結果 
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Ⅳ 参加学生の感想文及びアンケート結果 
 

「合同企業見学会 in むつ～新しい魅力との出会い～」感想文 

日程：平成 29 年 9 月 19 日(火)～20 日(水) 

 

 
 
 

見学企業 
 

9 月 19 日(火) 
むつ市ウェルネスパーク（指定管理者 山内土木株式会社） 
㈲下北測量 下北土木技術㈲ 下北カンブリア農場株式会社 

リサイクル燃料貯蔵株式会社（ＲＦＳ） 
 

9 月 20 日(水) 
株式会社永木精機 むつテクノセンター 

株式会社 マエダ 
株式会社 大湊精電社 

 
  

株式会社永木精機むつテクノセンターにて 
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１ 青森中央学院大学 経営法学部 3 年 M.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 

2 日間という短い間でしたが、貴重な体験をさせてもらいました。2 日間でむ

つ市の企業 6 カ所を約 1 時間づつ見学し、どの企業もそれぞれ特徴があり、普

段見ることのできない場所を見ることができて、良かったです。2 日間で改めて、

様々な業種があるのだなと思いました。就職活動に向けて、とても参考になり、

自分が向いているもの、興味のあるものなど、今の自分を見つめ直す、とても

良い機会となりました。初めて訪れたむつ市ですが、とても素敵なところであ

り、就職活動に向けての大きな 1 歩になったのではないかと思います。貴重な

体験を、ありがとうございました。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
青森県から、製造・栽培されているものが多いということです。特に驚いた

のは、下北カンブリア農場で作られている野菜やキノコのシェア率がとても高

かったということです。関東や関西できいたことのある有名なホテルや料亭に

も出荷されているということに驚きました。また、むつ市は自然がとても豊か

で住みやすい環境であるなと感じました。そして、2 日間を通して、むつ市の魅

力はもちろん、青森県の魅力にも改めて気づくことができ、とても良い経験に

なったのではないかと思います。 
 
 
  

下北カンブリア農場のハウスにて 

 

２ 青森中央学院大学 経営法学部 3 年 A.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
一言でまとめるならばやはり、楽しかった、がふさわしいだろう。むつと言

う、あまり馴染みもなければ、よく知らない場所で、勿論知らず、興味も無か

ったであろう企業の説明会に参加することで、自分の見聞が広がったように感

じる。 
どの企業でも真剣に事業改善に取り組みながら進化を遂げようとしていて、

真剣で熱心でありながらも、迎えてくれた顔はどこも笑顔だった。疲れを見せ

ない、笑顔だった。それが強く印象に残っている。 
見学先はバラバラだったが、それぞれに興味や楽しさを見出せた私にとって

は、大変良い経験になったと思う。むつに限らず、県内様々な土地で行って欲

しいと思った。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
むつは遠い場所で、あまり考えることがなかった。勿論、どんな企業がある

のかなんて知る由も無かったと言える。今回では、企業の事を知るのは当然だ

が、むつと言う場所についてもよく知ることが出来たと思う。企業見学につい

ては、他の見学者も話しているであろうことなので、あえて私は、むつと言う

場所自体について感じたことを書いていこうと思う。むつには自然が多い。最

初に感じたのはそんなことだった。ただ、田舎だと言いたいわけでは無く、自

然と調和している街、と言う方が正しいと思う。常に周囲を建物に囲まれてい

る生活を続けているからか、何となく空気が澄んでいるようにも感じたし、安

らぎや癒しが街全体から感じることが出来たように思う。それぞれの場所が離

れているので、住む上で、車は必須だろうが、それを踏まえてみても、精神的

な面で、とても住みやすい街だと気づかされた。 
 
  

克雪ドームの人工芝 
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２ 青森中央学院大学 経営法学部 3 年 A.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
一言でまとめるならばやはり、楽しかった、がふさわしいだろう。むつと言

う、あまり馴染みもなければ、よく知らない場所で、勿論知らず、興味も無か

ったであろう企業の説明会に参加することで、自分の見聞が広がったように感

じる。 
どの企業でも真剣に事業改善に取り組みながら進化を遂げようとしていて、

真剣で熱心でありながらも、迎えてくれた顔はどこも笑顔だった。疲れを見せ

ない、笑顔だった。それが強く印象に残っている。 
見学先はバラバラだったが、それぞれに興味や楽しさを見出せた私にとって

は、大変良い経験になったと思う。むつに限らず、県内様々な土地で行って欲

しいと思った。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
むつは遠い場所で、あまり考えることがなかった。勿論、どんな企業がある

のかなんて知る由も無かったと言える。今回では、企業の事を知るのは当然だ

が、むつと言う場所についてもよく知ることが出来たと思う。企業見学につい

ては、他の見学者も話しているであろうことなので、あえて私は、むつと言う

場所自体について感じたことを書いていこうと思う。むつには自然が多い。最

初に感じたのはそんなことだった。ただ、田舎だと言いたいわけでは無く、自

然と調和している街、と言う方が正しいと思う。常に周囲を建物に囲まれてい

る生活を続けているからか、何となく空気が澄んでいるようにも感じたし、安

らぎや癒しが街全体から感じることが出来たように思う。それぞれの場所が離

れているので、住む上で、車は必須だろうが、それを踏まえてみても、精神的

な面で、とても住みやすい街だと気づかされた。 
 
  

克雪ドームの人工芝 
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３ 青森中央学院大学 経営法学部 3 年 M.S. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
去年から知っていた合同企業見学会に参加することができ、とても良い経験

をしたな、と思います。むつ市に行ったことがなく、どんな企業があるのか全

く知りませんでしたが、今回 6 社を訪問させてもらったことでむつ市の街並や

雰囲気、人柄をも知ることができました。就職先をずっと悩んでいる私にとっ

て、1 つ 1 つの企業がどのような仕事をしているのか、など直接きいたことによ

りイメージがしやすくなりました。はっきりした業種をいまだに決められては

いませんが、世の中にはこんな仕事がある、という認識をすることができまし

た。 
このような機会を設けていただいたことで、自分の就職活動に向けてとても

良い経験になりました。ありがとうございました。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
私は見学した 6 社の中で 1 番心に残っているのは、株式会社マエダさんです。

マエダでの経営の仕方で、精肉や魚などの下処理を店ではやらないで、その下

処理をするセンターをつくっている、ということに感心しました。普通のスー

パーなら店ごとに下処理をしているのが当たり前だと思っていたので、時間削

減のためにそのようなセンターをつくる、という発想が素晴らしかったです。

その他に、社員のチェッカーの旅行など、会社内での行事が豊富だったことに

も印象的でした。 
青森市にしか住んだことがない私にとって、むつ市という１つの市を少し知

ることができた見学会となりました。 
  

株式会社マエダにて 



－ 27 －

 

４ 青森中央学院大学 経営法学部 3 年 K.T. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
自分は、今回のような見学会が初めてであったのですが、前情報を集めてお

くことは大事だなと感じました。意見交換会の際、故郷ということもありかな

り早い段階で自分にあたり、元々話すのが非常に不得手であったことが響き結

局何も答えられなかったのが心残りです。そのことから、場に慣れることも大

切だなと感じました。特に、場に慣れることはいずれ来たる就活にも大きく響

きそうなこともあり、今回の見学会は自分にとってとても良い経験となりまし

た。この見学会での経験を就活に十分生かせるように、これからも頑張って精

進していきたいなと思いました。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
一番の発見は、自分が知らないむつのいいところがまだまだたくさんあるな

ということです。中には自分の生活と関わっていたものもあり、昔はいいとこ

ろが少ないと思っていましたが、知名度が低いだけで本当はたくさんいいとこ

ろがあったんだなと思いました。 
 また、自分は昔、町までは車移動が基本だったのですが、今回の見学会で、

むつでの車の重要性はとても高かったんだということを発見しました。当たり

前のことだと思っていたことが実はとても重要だったんだなということも発見

でした。 
 

  

意見交換会の様子 
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５ 青森中央学院大学 経営法学部 2 年 M.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
今回、むつ市にある 6 社の企業見学をし、下北出身の私も知らなかった企業

を知ることができた。知っている企業のウェルネスパークやマエダなどでも、

どのような業務をし、雇用制度があるのかなど知らなかった部分を知ることが

できた。青森県内での就職を考えていたのだが、狭い視野でしか見ていなかっ

たので、業種や職種の幅が広がった。これからの大学生活の中で様々な業種･職

種の方々と出会う機会があると思うので、今回の合同企業見学会を含めて、こ

れからの就職活動に役立てていきたい。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
今回の合同企業見学会で雇用環境が整っている企業が多かったと感じた。大

湊精電社では育児休暇などの福利厚生が充実しているだけではなく、ストレス

チェック制度を設けて職場環境の改善に取り組んでいる。永木精機でも育児休

暇の他に食事や資格の手当などをして、生活面、スキルの向上を行っているこ

とがわかる。また、マエダでは社員教育の環境が整っているように感じた。見

学した 6 社では、社員の職場でのスキルを向上させるものの他に生活面の支援

に力を入れることで長く勤めてもらえるような工夫をしているのだなと思った。 
 
 
 

  

株式会社永木精機むつテクノセンターにて 
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６ 青森中央学院大学 経営法学部 2 年 R.S. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
むつの合同企業見学会を通して、多くの企業が地域や地元の人々の意見を聞

き、できる限り、その声に答えるようにしていることがわかった。地元の一人

一人の意見を尊重し、期待に答える（応える）というところがむつ市ならでは

の素晴らしさだと思った。 
このような企業を体験して、就職する際に考える幅が広がり、参加してよか

ったと思う。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
身近にあるけれども、普段ふれられないような企業を見学して、自分たちが

何気なく利用している施設や道具が使いやすい、利用しやすいというような小

さな工夫がされているということがわかった。 
他にも働いている人とお客との関係がよく、人間関係があたたかいところだ

なと感じた。 
 
  

株式会社大湊精電社にて 
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７ 青森中央学院大学 経営法学部 2 年 K.T. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 

1 社 1 時間程度の短い時間でしたが、貴重な時間だったと思います。見学した

農場や工場、普段利用しているスーパーは、私が知らない活動をたくさんして

いることを見て、聞くことができました。 
 農場や工場では、あまり見る機会がない作業風景や工場の内装は見ていてと

ても新鮮でした。スーパーでは、私たちが利用している裏で、行われているこ

とを知り、目を向けないような視点で企業を見ていました。 
 これらを考えると、楽しくて、有意義な時間だったと思います。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
まず、私が企業説明会に参加した理由ですが、お金があまりかからないこと

と、一応こういう行事に参加したほうがいいと思い、参加しました。もともと

就活や働くことは憂鬱に感じていたので、興味もあまり持たずに参加しました。 
 しかし、実際に企業見学会参加して感じたことは、企業から社員へのサポー

トが多いと感じました。企業は社員に働いてもらうだけでなく、その他の活動

をしていて、社員により楽しんで働いてもらえるような環境を、作ろうとして

いたことに驚きました。 
 

  

株式会社永木精機むつテクノセンターにて 
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８ 青森中央学院大学 経営法学部 2 年 R.N. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
私はむつ市については何も知らず、企業見学会の前までは小規模な企業ばか

りだと思っていました。しかし、実際はどの企業もむつ市や下北地方、青森県、

さらには日本全国を支える事業を行っているのだと知り、大変驚きました。ま

た、どの企業も従業員一人ひとりの仲がとても良く、目標に向かって一丸とな

り一生懸命に取り組んでいて、会社全体が良い雰囲気に包まれているように感

じました。 
青森には魅力ある企業がたくさんあると知れて、貴重な体験を何度もさせて

もらったことは、これからの就職活動で非常に役立つと思います。今回の合同

企業見学会に参加して本当に良かったです。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
それぞれの企業がどんな仕事をしているのか、なんとなくでしか想像できま

せんでしたが、企業の説明を聞き見学したことで、実際にはこんなにもたくさ

んの仕事があるのだと知ることができました。常に新しい発見ばかりで、とて

も良い刺激になりました。 
 

 

  

株式会社大湊精電社にて 
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９ 青森中央学院大学 経営法学部 2 年 Y.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
私自身、青森県内（青森市内）での就職を考えているのだが、今まで青森市

以外の市での就職について深く考えていなかった。今回のむつ企業見学により、

積極的に知識を深めていく姿勢は学ぶことができたと思う。６社を見学させて

いただいたが、どの企業の方々も我々を迷惑がらずに手厚く迎えてくださった

ことに感謝の気持ちが絶えない。 
 私が今回の見学会に参加した当初は、こういった経験も積んでおくべきだと

いう軽い気持ちであったのだが、２日間を通して各企業の経営方針・企業形態・

雇用したい人材についてなどといった、今後の就職活動について取り組むため

の心構えを築くことができたと感じる。 
 こういった見学会の参加を悩んでいる人にはぜひ参加してもらいたい。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
どの業種（特にスーパーマーケット）でも残業は避けられないことだという

ことだ。 
私は現在、株式会社マエダ（以下マエダ）ではないスーパーマーケットでア

ルバイトをしているのだが、パートの人達を見ると、朝の 7 時前には来て、定

時である 12 時を過ぎても当たり前の様に 30～40 分残業してから帰っていく。

私自身も働くのが土日であるため、たまに残業をせざるを得ないのだが、毎日

のように働くパートさんを見ると気の毒に思う。 
これについてマエダに質問したところ、マエダでも残業は避けることができ

ないとの回答だった。定時出勤定時退社というのを当たり前のように思ってい

たのだが、そうはいかないのが現在の日本の実態である。これはスーパーマー

ケット以外の業種の企業でも言えることのため、そういった点もしっかりと考

えて就職活動に臨む必要があると感じた。 
  

株式会社マエダにて 
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１０ 弘前大学 理工学部 2 年 Y.K. 
 

◆見学を振り返っての感想◆ 
 
今回、2 日間にわたってむつ市内の企業を見学させて頂きました。私がこの見

学会に参加したきっかけは学内に掲示したあるポスターを拝見したことです。

所属学科が自然エネルギー学科ということもあり、中間貯蔵施設としての役割

を果たすリサイクル燃料貯蔵（株）で、使用済み燃料をどの様に保管、管理す

るのかこの目で見たく参加を決意しました。各企業の担当の方が経営理念や事

業内容をスライドを使ってプレゼンして下さり、施設見学では実際に働いてい

る様子を見学させて頂きました。ホームページ等で事業内容を調べるよりも、

実際に働いている社員さんと質疑応答を交わすことで、より深く企業情報を吸

収できたと感じます。今回が初めてのむつ訪問でしたが、下北カンブリア農場

の一球入魂カボチャや日本原燃と連携した原子力事業など、むつならではの魅

力を知ることができとても有意義な見学会だったと感じました。 
 

◆思いがけず発見したこと◆ 
 
印象的だったのは何と言っても親づる一本に一個だけ実を残して育てる一球

入魂カボチャです。下北カンブリア農場で採れたものを試食しましたが、うま

みが濃縮されていて大変美味しかったです。むつの中では広く知れ渡っている

名産品だそうで、他地域にもっと発信したいと仰っていました。また市内事業

所従業員との意見交換会では（株）マエダの人事部で弘大卒の方が、採用のポ

イントについてお話しして下さいました。その方によると、面接では必ずしも

留学経験やスポーツ等で優秀な成績を収めたことが好印象を与えるわけではな

く、たとえ小さなことであっても、自分なりに頑張ったことを上手く整理して

伝えることのできる、情熱のある人がほしいと仰っていました。接客業という

こともあり、コミュニケーション能力のある人材が求められていると感じまし

た。 
 
 

  

下北カンブリア農場にて 
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アンケート結果の集計 

Ｑ.１ 参加の動機 

A 
 
 
 
 
 
 

・対象が出身地の企業だから［２名］ 
・希望する職種を決めるための参考にしたい 
・青森に住んでいてもむつに行く機会はないので 
・むつ市の企業を知りたかった 
・無料で参加でき、企業を知ることができるから 
・普段、知ることのない企業を見てみたかったから 
・青森市以外の企業を知ってみたかった 

Ｑ.２ 見学した企業について以前から知っていましたか 

A 
 
 
 
 

山内土木(ウェルネスパークの指定管理)［２名］ 
下北測量・下北カンブリア農場［1 名］ 株式会社マエダ［9 名］ 
リサイクル燃料貯蔵株式会社［2 名］ 
株式会社永木精機むつテクノセンター［0 名］ 株式会社大湊精電社［0 名］ 
全て初めて［1 名］ 

Ｑ.３ 印象に残った見学先・内容は 

A 
 
 
 

意見交換会［2 名］ 下北カンブリア農場［1 名］（一球入魂南瓜） 
大湊精電社［3 名］（ストレスチェック 機械類の設備） 
ウェルネスパークの施設［1 名］ 永木精機［2 名］（最新の工作機械） 
ＲＦＳ［1 名］ 施設見学会［3 名］ 

Ｑ.４（１） 興味を持っている業界（複数回答可）   

A 
 
 

メーカー［1 名］ 商社［0 名］ 小売［1 名］ 金融［0 名］ 
サービス［5 名］ ソフトウエア［3 名］ 広告・マスコミ［2 名］ 
官公庁［6 名］ 

Ｑ.４（２） 興味を持っている職種（複数回答可） 

A 
 
 

研究開発［1 名］ 技術［3 名］ 情報［1 名］ 企画［3 名］ 営業［1 名］ 
販売［1 名］ 広報［2 名］ 総務［3 名］ 経理［2 名］ 経営企画［1 名］ 
生産技術［0 名］ 

Ｑ．５ 企業を選ぶ際に重視するポイント（複数回答可） 

A 
 

 

事業内容［6 名］ ビジョン・経営方針［2 名］ 会社や社員の雰囲気［8 名］ 
事業規模［0 名］ 福利厚生［7 名］ 研修制度・資格取得［1 名］ 
その他（給料の決め方） 
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Ｑ.６ 採用情報等の入手手段（複数回答可） 

A 
 
 

 

ホームページ［7 名］ 求人サイト［2 名］ ＳＮＳ／ブログ［1 名］ 
合同説明会やセミナー［7 名］ 資料やパンフレット［4 名］ 
インターンシップ［4 名］ 学校の説明会［5 名］ 学校の掲示物［3 名］ 
教職員や先輩［1 名］ 書籍や雑誌［3 名］ 家族や知人［1 名］ 

Ｑ.７ 今回の企業見学会の満足度 

A 
 

満足［2 名］ やや満足［7 名］ どちらともいえない［1 名］ 
やや不満［0 名］ 不満［0 名］ 

理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・出身地の魅力を知ることができた［2 名］ 
・６社を訪問できたのはよかったが、時間が足りなかった 
・食品等の製造関連も見たかった 
・もっと多様な職種を見たかった 
・多様な職種を見られてよかった 
・説明している社員が誇りを持っているように見えた 
・社員が楽しそうに説明していたのが印象的でした 
・興味がなかった分野の仕事も知ることができた 
・食事の場所を予め決めておいてほしい 
・普段見られないような仕事を見られた 

Ｑ.８ 
むつ市へ就職して住むことになった場合、期待すること、不安なことを書いて

ください。 
期待する

こと 
 
 
 
 
 

 

・必要なものが集中して立地しているので暮らしやすそう。空気もおいしい 
・自然が豊かで市役所もきれいでした ・自然が豊かで住みやすそうだ 
・大いに発展しそうな感じ ・福利厚生を期待します 
・生活環境がそんなに変わらない 
・街全体と自然がよく調和しており、癒しや安らぎを感じる。これからの発展

が期待できる 
・社員を大切にする企業 ・地域の方々との交流 
・豊かな自然のなかでのスポーツができそう 

不安な 
こと 

 
 

 

・転勤の可能性。交通の便が良くない［3 名］ 
・残すべきところ、改善すべきところの選択が重要 
・アウトドア的な施設しかない ・人と人との距離が近すぎる 
・人口減少と企業の発展の可能性 ・地域の人々となじめるか 
・娯楽施設の少なさ 
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アンケート用紙 
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アンケート用紙（つづき） 
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あとがき 
 
 この事業を始めたのは平成２８年度からですが、事業目的はなんといっても

むつ市内の企業の実状を学生に知ってもらい、就職試験やインターンシップの

選択肢の一つとして、強く脳裏に刻みこんでもらうことです。また大学や専門

学校のないむつ市の企業にとって、一度に１０数名の学生を社内に招き入れて

会社説明をする機会は過去には無かったことと思いますし、現在でも滅多にあ

ることではないと思います。 
 
 私の仕事は、前年度のうちに市内の企業まわりをして、受入れてくれそうな

企業を確保することから始まりますが、職種が偏らないこと、従業員数がある

程度の規模であること、過去に大学生の採用があること又は今後の採用予定が

あること等を考慮して１０社程度を候補として選んでおき、両大学と実施可能

な日時について連絡を重ねます。結局、５月の連休明けに正確な実施期日が決

まりますので、その中で受入れ可能な会社を確定し、実施にこぎ着けます。会

社によっては、このためにパンフレットを作成したり、プレゼンテーションの

用意をしたりと、普段の業務以外のご負担をお掛けすることになりますが、好

意的に受入れて下さっております。 
 
 今年度は新企画として従業員との意見交換会を実施いたしましたが、質問内

容等について、もう少し大学生と事前に打ち合わせをしておくべきだったと反

省しております。実施時期につきましては、今年度はサテライトキャンパスの

大学祭がむつ市で開催されることから、１１月を避けて９月に実施致しました。

２年間継続して実施している事業でありますし、事業主の集まり等でも紹介し

ておりますので、この事業もそろそろ結果を出さなければならない時期になり

ました。事業に参加した学生が、インターンシップや就職活動で受入れ企業の

門を叩いてくれれば、と切に願うものです。 
 

青森 COC+推進機構 
むつブロック・コーディネーター 
坂本 謙二 

  



 

 

 
 

見学会しおり 
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